
⑯《マーキーのオンラインファシリ術！》
オンライン・イベントを緊急開催するコツ
青木 将幸（オンライン会議ファシリテーター）

⑱《現場は語る～コーディネートの現場から》
中間支援組織のつなぐ・伝える役割
――コロナ禍の緊急食料支援を通じて
青山 織衣 （大阪ボランティア協会 ボランティアコーディネーター）

㉑《言葉　Part3　歴史の中のボランタリズム》 
半島に新しき墓を儲く、これ亦吾々の前途に於ける
強き足台とならん。（浅川 巧）

㉒《U35》 

鶴田 七瀬さん （一般社団法人ソウレッジ 代表理事）

㉔《この人に》 
仲岡 しゅんさん （うるわ総合法律事務所 弁護士）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
南谷茶房／『帆花』／書籍紹介

㉘《傍聴カフェ～裁判からみえる社会》 
ケースNo.30「別れ話の放火未遂」

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

①《特集》情報公開が社会を進化させる
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地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●新型コロナの影響で人と人が距離を取り、つながることが難しい状況ですが、つながるこ

とをあきらめず、孤立孤独の問題に取り組むことがこれからのwithコロナの社会づくりに
大切です。今年度は中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさな
い社会づくり～あなたは一人じゃない～」に重点を置き、withコロナ、ポストコロナに向け
た社会づくりへの支援など先進的な事業を『重点助成テーマ』として福祉活動の支援を
行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人
たちを助ける活動の支援も行います。 

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個
人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。 

※赤い羽根共同募金会では、新型コロナウィルスの
感染拡大の影響により、日常生活に困難を抱える
子どもと家族をめぐる生活課題をはじめ、さまざ
まな福祉課題に対する取り組みを実施している団
体・グループの活動を支援・助成するため福祉活
動応援全国キャンペーンを行っています。 

⑩《うぉろ君の気にな～るゼミナール》 
 「ゼロ・ウェイスト」って？

⑪《ウォロ's トピック》 
2022年度 市民活動関係の全国集会・大会予定

⑪《NEWS》 
大阪府共同募金会の助成申請受け付けのお知らせ

⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

ポンポン船に揺られてハンセン病療養所に
向かった日
長尾 文雄

⑬《熊本地震災害・熊本発～現地から伝える「被災地の今」》  

地域のつながりとコロナ禍の豪雨災害支援
樋口 務（特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク 
代表理事）

⑭《V時評》
1.遊びと宗教とボランティア
2.「参加の力」は心理的に安全な場づくり

から
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人
民
が
情
報
を
持
た
ず
、
情
報
を
入
手
す
る
手
段
を

持
た
な
い
よ
う
な
人
民
の
政
府
と
い
う
の
は
、
喜
劇

へ
の
序
章
か
悲
劇
へ
の
序
章
か
、
あ
る
い
は
双
方
へ

の
序
章
に
す
ぎ
な
い
。

―
―
米
国
第
４
代
大
統
領
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

特
集情

報
公
開
が
社
会
を
進
化
さ
せ
る【特集チーム】武田かおり、神野武美、増田宏幸、

永井美佳、百瀬真友美

小
林
直
樹
「
情
報
公
開
の
実
践
と
そ
の
先
に
あ
る
課
題
」
知
る
権
利
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
西
編
『
情
報
公
開
讃
歌
―
―

知
る
権
利
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
西
30
年
史
』
花
伝
社
、
２
０
１
８
年
、
22
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
、
一
部
変
更
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し
、
建
設
差
し
止
め
の
訴

訟
を
起
こ
す
と
と
も
に
、

県
や
平
群
町
に
公
開
請

求
を
行
っ
た
。
代
表
世
話

人
の
一
人
の
多
田
恵
一

さ
ん
は
「
平
群
町
に
、
事

業
者
と
の
協
議
記
録
を

請
求
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

『
不
存
在
』」
と
さ
れ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
県
が
開
示
し
た
林
地

開
発
許
可
申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
「
下

流
河
川
流
下
能
力
の
算
定
」
に
、
測
定

地
点
の
22
カ
所
の
斜
度
が
全
部
18
％
と

い
う
「
あ
り
え
な
い
事
実
」
を
発
見
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
荒
井

正
吾
知
事
は
、「
工
事
停
止
」
を
求
め

る
と
と
も
に
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

け
て
必
ず
現
地
調
査
を
盛
り
込
む
」
と

表
明
し
た
。

　
奈
良
県
内
の
開
発
問
題
に
詳
し
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
「
奈
良
の
声
」
の

開
発
申
請
の
誤
り
を
発
見
し

工
事
ス
ト
ッ
プ

　
情
報
公
開
制
度
は
時
と
し
て
、
市
民

に
と
っ
て
力
強
い
＂
武
器
＂
に
な
る
。

例
え
ば
、
奈
良
県
平へ

群ぐ
り
町
の
生い

駒こ
ま
山
地

の
東
斜
面
で
工
事
が
進
む
大
規
模
太
陽

光
発
電
所（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）に
対
し
、

奈
良
県
は
２
０
２
１
年
６
月
、
工
事
停

止
の
行
政
指
導
を
行
っ
た
。
下
流
の
住

宅
地
の
住
民
が
、
県
へ
の
情
報
公
開
請

求
で
入
手
し
た
林
地
開
発
許
可
申
請
書

の
「
誤
り
」
を
指
摘
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
。

　
住
民
の
不
安
は
、
上
流
部
の
山
林
の

樹
木
を
伐
採
し
山
を
削
り
谷
を
埋
め
盛

り
土
し
て
つ
く
ら
れ
た
太
陽
光
発
電
所

か
ら
、
大
雨
で
水
と
土
砂
が
保
水
能
力

を
失
っ
た
谷
沿
い
に
流
れ
下
り
、
住
宅

地
を
襲
う
の
で
は
な
い
か
、
で
あ
る
。

同
発
電
所
は
、
標
高
３
０
０
メ
ー
ト
ル

前
後
、
高
低
差
約
50
メ
ー
ト
ル
、
約
48

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に
約
５
万
３
千
枚

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
計

画
。県
は
19
年
11
月
に
開
発
を
許
可
し
、

20
年
２
月
に
工
事
が
始
ま
り
樹
木
は
伐

採
さ
れ
、
山
は
丸
裸
に
な
っ
た
。

　

住
民
た
ち
は
20
年
１
月
、「
平
群
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
考
え
る
会
」
を
結
成

　
「
情
報
」
は
、市
民
活
動
が
政
治
や
市
民
に
提
言
し
、活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
の
に
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
う
し
た
情
報
は
、
サ
イ
ト
上
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
、
行
政
や
企
業
へ
情
報
提
供
を
求
め

る
と
い
っ
た
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
国
や
自
治
体
な
ど
の
情
報
公
開
制
度
を
使
っ
て
入
手
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
１
９
８
２
年
の
山
形
県
金
山
町
を
皮
切
り
に
全
国
の
地
方
自
治
体
で
情
報
公
開
条

例
が
制
定
さ
れ
た
。
２
０
０
１
年
に
は
、
国
の
情
報
公
開
法
も
施
行
さ
れ
た
。
行
政
が
独
占
し
て

い
た
情
報
を
市
民
が
入
手
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、そ
れ
を
実
質
化
す
る
に
は
、

市
民
の
息
長
い
闘
い
が
必
要
で
あ
る
。「
固
い
壁
」
を
突
き
崩
し
た
先
に
は
「
情
報
の
共
有
」
と
い

う
民
主
主
義
の
進
化
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

行
政
の
独
占
か
ら
市
民
と
の
共
有
へ 

情
報
公
開
の
機
能
と
成
果

樹木が伐採され、風化花崗岩の山肌が見えるメガソーラー予定地（奈良県平群町で）
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浅
野
詠
子
記
者
は
「
１
９
９
２
年
に
提

訴
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
開
発
差
し
止
め
訴

訟
で
は
、
情
報
公
開
条
例
（
96
年
に
制

定
）
が
当
時
無
か
っ
た
奈
良
県
は
裁
判

所
の
指
揮
で
開
発
申
請
書
類
を
渋
々
開

示
し
た
。
２
０
１
４
年
の
県
森
林
審
議

会
林
地
開
発
審
査
部
会
で
は
、『
太
陽

光
発
電
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
検

討
す
る
』
と
議
事
録
に
あ
る
が
、
そ
の

後
の
『
検
討
』
の
記
録
は
『
作
成
し
て

い
な
い
』
だ
っ
た
」
と
話
す
。「
検
討
」

は
口
先
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

公
開
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確
立

　

大
阪
府
は
１
９
８
４
年
10
月
１
日
、

神
奈
川
県
（
83
年
４
月
）、埼
玉
県
（
同

６
月
）
に
次
ぐ
都
道
府
県
で
３
番
目
の

情
報
公
開
条
例
（
当
時
は
、
公
文
書
公

開
等
条
例
）
を
施
行
し
た
。
府
内
茨
木

市
在
住
の
高
校
教
師
（
当
時
）
江え

菅す
が
洋

一
さ
ん
は
施
行
日
当
日
、
同
市
内
を
流

れ
る
安あ

威い

川が
わ
に
建
設
予
定
の
ダ
ム
サ
イ

ト
予
定
地
に
活
断
層
が
あ
る
と
疑
い
、

「
安
威
川
ダ
ム
サ
イ
ト
地
質
総
合
解
析

結
果
報
告
書
」
を
公
開
請
求
し
た
。
府

は
「
継
続
中
の
調
査
で
あ
り
、
意
思
形

成
過
程
に
該
当
す
る
」
と
し
て
大
部
分

を
非
公
開
に
し
た
。

　
公
文
書
公
開
審
査
会
（
現
情
報
公
開

審
査
会
）
で
も
覆
ら
ず
、
江
菅
さ
ん
は

85
年
６
月
、
大
阪
地
裁
に
行
政
訴
訟
を

起
こ
し
た
が
、
92
年
の
地
裁
判
決
は
敗

訴
。
し
か
し
、
２
年
後
の
94
年
６
月
の

大
阪
高
裁
判
決
は
「
意
思
形
成
過
程
情

報
で
あ
っ
て
も
、
専
門
家
の
科
学
的
視

点
に
基
づ
く
客
観
的
な
調
査
報
告
書
等

は
公
開
す
べ
き
だ
」
と
し
て
原
告
の
全

面
勝
訴
と
な
り
、
95
年
４
月
の
最
高
裁

判
決
も
そ
れ
を
支
持
し
、「
調
査
報
告

書
な
ど
同
種
の
情
報
は
公
開
さ
れ
る
、

と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が

確
定
し
た
」（
江
菅
さ
ん
）
の
で
あ
る
。

　

私
有
財
産
に
関
わ
る
「
個
人
情
報
」

も
＂
壁
＂
の
一
つ
で
あ
る
。
活
断
層
や

浸
水
の
危
険
な
ど
の
情
報
が
公
開
さ
れ

る
と
、「
資
産
価
値
が
下
が
る
」「
個
人

の
土
地
の
情
報
を
了
解
を
得
な
い
ま
ま

で
は
公
開
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
理
由

で
非
公
開
に
す
る
自
治
体
も
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
奈
川
県
は
87

年
３
月
に
「
自
然
災
害
回
避
行
政
推
進

方
策
」
を
策
定
し
、
が
け
崩
れ
、
土
石

流
、
洪
水
・
浸
水
な
ど
の
記
録
を
地
図

上
に
記
し
た
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
相
当
す
る
「
ア
ボ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を

公
表
し
た
。

　
県
環
境
政
策
課
作
成
の
文
書
に
よ
る

と
、「
公
表
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
反
対
す
る
意

見
も
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ
た
り
、
土
地
所

有
者
や
宅
建
業
協
会
等
か
ら
の
苦
情
と

い
っ
た
社
会
的
影
響
、
ま
た
、
行
政
へ

の
要
求
が
増
大
す
る
こ
と
な
ど
が
危
惧

さ
れ
た
」
が
、「
情
報
提
供
に
よ
っ
て

生
じ
る
影
響
よ
り
も
、
情
報
を
提
供
し

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
災
害
の

方
が
損
害
は
は
る
か
に
大
き
い
」
と
公

表
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
は
、
苦
情
や
批
判
も
な
く
、
宅
建
業

協
会
か
ら
「
む
し
ろ
積
極
的
に
利
用
し

た
い
」
と
協
力
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

非
公
開
か
ら
「
医
療
機
能

情
報
提
供
制
度
」
へ

　

筆
者
が
代
表
を
務
め
る
市
民
団
体

「
知
る
権
利
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
西
」
は

発
足
直
後
の
88
年
９
月
、初
め
て
の「
情

報
公
開
請
求
体
験
ツ
ア
ー
」
を
大
阪
府

に
対
し
て
行
っ
た
。
ツ
ア
ー
は
、
普
通

の
市
民
が
気
軽
に
情
報
公
開
条
例
を
使

い
、
行
政
側
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う

条
例
利
用
の
習
慣
を
根
付
か
せ
る
の

が
目
的
。
市
民
に
呼
び
か
け
、
一
緒
に

情
報
公
開
窓
口
に
行
っ
て
公
開
請
求
す

る
。
筆
者
ら
メ
ン
バ
ー
は
請
求
希
望
者

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
行
政
職
員
に

対
し
て
は
適
正
な
運
用
を
求
め
た
り
す

る
。

　
悪
徳
医
療
の
被
害
者
の
救
済
活
動
を

し
て
い
る
当
時
会
社
員
の
岡
本
隆
吉
さ

ん
は
こ
の
日
、「
医
療
監
視
」
の
結
果

を
公
開
請
求
し
た
。
医
療
監
視
は
、
都

道
府
県
が
各
医
療
機
関
に
診
療
科
目
、

医
師
や
看
護
師
の
配
置
、
病
床
数
な
ど

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、

年
に
１
回
立
ち
入
り
検
査
を
す
る
制
度

で
あ
る
。
請
求
の
結
果
は
、
統
計
的
な

数
字
な
ど
が
公
開
さ
れ
た
が
、
個
別
の

病
院
名
は
非
公
開
。
そ
れ
で
も
府
内

６
０
８
病
院
の
う
ち
、
医
師
数
が
法
定

に
達
し
て
い
な
い
病
院
が
２
０
４
と
３

分
の
１
を
占
め
、
薬
剤
師
不
足
１
８
２

病
院
、看
護
師
不
足
１
４
１
病
院
な
ど
、

お
寒
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

安
威
川
ダ
ム
地
質
調
査
資
料
は
大
部
分
が
非
公
開
だ
っ
た
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

 Vol.
123

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」っ
て
？

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
、
ご
み
の
発
生

を
ゼ
ロ
へ
と
近
づ
け
る
た
め
に
、
資
源
と
し

て
循
環
さ
せ
て
い
く
考
え
方
で
あ
る
。

　

モ
ノ
を
大
切
に
使
い
、ご
み
を
減
ら
す「
リ

デ
ュ
ー
ス
」、
長
く
使
え
る
も
の
を
繰
り
返

し
使
う
「
リ
ユ
ー
ス
」、
資
源
と
し
て
再
び

利
用
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
「
３
Ｒ
」
が

推
進
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、日
本
で
は「
可

燃
ご
み
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
焼
却

を
前
提
に
さ
れ
て
お
り
、
焼
却
率
は
約
77
％

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均
22
％
と
比
べ
て
極
め
て

高
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
中
で

下
位
に
あ
る
（
注
）。
つ
ま
り
、
３
Ｒ
の
推
進

と
い
っ
て
も
、
ご
み
処
理
の
方
法
に
よ
っ
て

内
実
に
大
き
く
影
響
す
る
の
だ
。

　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
は
こ
れ
ま
で
個
人
に

委
ね
ら
れ
て
き
た
削
減
を
、「
発
生
抑
制
」

の
視
点
を
基
本
に
自
治
体
（
地
域
社
会
）
の

取
り
組
み
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
く
も
の
と
い

え
る
。
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
で
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
徳
島
県
の
上か

み

勝か
つ

町
が
「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
タ
ウ
ン
計
画
」
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
実
践
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
81
％

に
上
昇
さ
せ
た
。
一
方
で
約
２
割
が
残
り
、

地
域
社
会
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
達
成
困
難

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

資
源
の
回
収
や
再
利
用
を
前
提
と
し
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
す
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
仕

組
み
づ
く
り
も
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

編
集
委
員　

竹
内 

友
章

（
注
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ　

https://data.oecd.org/w
aste/m

unicipal-w
aste.htm
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2022年度 市民活動関係の全国集会・大会予定

テーマ　災害支援の文化を創造する
対　象　災害時、被災者支援に関係する団体・機関、被災者支援に関心のある方
会　場　オンライン
参加費　8,000 円　　　定　員　600 人
主　催　全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）

大
阪
府
共
同
募
金
会
の
助
成

申
請
受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

■
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金

対
象
：
大
阪
府
内
で
行
う
民
間
社
会
福
祉
事

業
、
更
生
保
護
事
業
、
そ
の
他
社
会
福
祉
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
法
人
・
団
体
が
、

２
０
２
３
年
４
月
～
24
年
３
月
末
に
実
施
す

る
事
業

受
付
：
22
年
５
月
２
日（
月
）
～
20
日（
金
）

■
河か

わ
ら
ば
や
し

原
林
富ふ

美み

福
祉
基
金
助
成
金

　
前
年
度
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題

に
取
り
組
む
事
業
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業

対
象
：
大
阪
府
内
に
て
広
域
で
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
団
体
が
、
22
年
８
月
～
23
年
３
月
末
に
実

施
す
る
事
業

②
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
地
域
福
祉
活
動
促

　
進
事
業

対
象
：
大
阪
府
内
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
22
年
８
月
～
23
年
３
月
末
に
実
施

す
る
軽
自
動
車
購
入
事
業
ま
た
は
地
域
福
祉

活
動
促
進
事
業

受
付
締
切
：
①
②
と
も
22
年
５
月
31
日

　

い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
大
阪
府
共
同
募

金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
akaihane-osaka.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

5 月 12 日木
～ 13 日金

第 6 回 災害時の連携を考える全国フォーラム

テーマ　市民の声は社会を変えられるのか？
対　象　全国のボランティア・市民活動推進団体の役職員・スタッフ、関心のある方
会　場　東京ボランティア・市民活動センターおよびオンライン
参加費　4,000 円　　　定　員　120 人
主　催　ボランタリズム推進団体会議（民ボラ）（大会事務局　東京ボランティア・市民活動センター）

5 月 28 日土
～ 29 日日

全国ボランタリズム推進団体会議（通称「民ボラ」）in 東京（第 39 回）

対　象　ボランティア・市民活動を推進する人々、ボランティア・市民活動に参加している方、
　　　　関心のある方
主　催　「広がれボランティアの輪」連絡会議
　　　　（全国社会福祉協議会　全国ボランティア・市民活動振興センター内）
　　　

11 月 18 日金
～ 19 日土

ボランティア全国フォーラム 2022　＊詳細未定

対　象　地域や組織で人や団体のコーディネーションに携わる方、市民の参加や協働の場をつくるコー
　　　　ディネーション実践に関わる方、異なる分野とつながり、社会課題の解決をめざしたい方
会　場　オンライン（会場開催する分科会は東京と関西（大阪・京都）を予定）
参加費　6,000 円　　　定　員　200 人
主　催　日本ボランティアコーディネーター協会　研究集会実行委員会

12 月 17 日土
～ 18 日日

越境のプラットフォーム～コーディネーション実践研究集会　＊詳細未定

対　象　非営利組織に所属するファンドレイザー、寄付・社会的投資に興味がある方
主　催　日本ファンドレイジング協会

2023 年初
開催予定

ファンドレイジング・日本 2023（FRJ2023）　＊詳細未定

【学会年次大会予定】日本 NPO 学会：6 月 11 日（土）～ 12 日（日）武蔵大学（オンライン開催）
日本地域福祉学会：6 月 11 日（土）～ 12 日（日）西南学院大学（オンライン開催） 

＊ 2022 年 3 月末現在の情報、編集部調べ



222022.4･5　ウォロ4・5月号（No.542）

一般社団法人ソウレッジ 鶴
つ る

田
た

 七
な な

瀬
せ

さん

いま若手起業家が熱い！こ
れからの社会を担う35歳以
下の社会起業家、その若さ
あふれる「実像」に迫ります。
思いを行動に移した若き起
業家たちの「物語」には、きっ
とあなたにも伝わる「熱さ」
があります。

第31回

一般社団法人ソウレッジ 
静岡県掛川市秋葉路8番地の3
連絡先　https://sowledge.stores.jp/inquiryのお問い合わせフォームから連絡 

２０１９年２月任意団体として活動開始。８月一般社団法人化。子どもた
ちが、根拠のない性情報あふれる環境のなかで生きていることを問題視
し、未就学児や小学生をメインターゲットとした性教育用の製品を開発・
販売している。製品開発事業の他、現在は緊急避妊薬の普及に向けて、
無料配布・保険適用を求めて活動を実施している。

歯を磨くように、
当たり前に性被害を予防できる社会へ

　
性
と
恥
ず
か
し
さ

　
２
０
１
９
年
に
任
意
団
体
か
ら
発
足
し
た

ソ
ウ
レ
ッ
ジ
は
、
主
に
未
就
学
児
や
小
学
生

の
子
ど
も
に
対
し
て
、
正
し
い
性
の
知
識

を
届
け
る
商
品
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る
。

性
教
育
の
知
識
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー

ン
（
注
１
）
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が

あ
る
。

　
代
表
の
鶴
田
七
瀬
さ
ん
は
「
性
に
ま
つ
わ

る
被
害
を
受
け
た
時
に
、
恥
ず
か
し
い
も
の

で
あ
る
と
口
を
閉
ざ
さ
ず
、
当
た
り
前
に
相

談
で
き
、そ
の
後
の
対
処
も
で
き
る
よ
う
に
、

早
い
段
階
か
ら
知
識
を
伝
え
た
い
」と
話
す
。

　
幼
少
期
か
ら
、
み
ん
な
が
性
教
育
を
恥
ず

か
し
が
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
っ
た
。
事
業

を
具
体
的
に
考
え
始
め
た
の
は
、
大
学
の
友

人
か
ら
性
被
害
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
彼
女
は
１
年
も
の
間
、

親
友
で
あ
る
自
分
に
も
相
談
で
き
ず
、
被
害

を
受
け
続
け
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
驚
く
こ

と
に
、
加
害
者
側
の
男
性
も
自
身
の
知
り
合

い
で
あ
り
、
普
段
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人

気
者
だ
っ
た
の
だ
。
性
暴
力
の
加
害
者
は

＂
見
ず
知
ら
ず
の
怖
い
人
＂
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
漠
然
と
も
っ
て
い
た
鶴
田
さ
ん
は
二
重

の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　
原
因
は
知
識
不
足
!?

　
友
人
か
ら
被
害
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
性
被
害
に
つ
い
て
勉
強
を

始
め
た
。
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
「
嫌
だ
な
」

と
感
じ
て
い
た
い
く
つ
も
の
出
来
事
は
、
実

は
性
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付
く
こ
と

が
で
き
た
。
例
え
ば
男
性
か
ら
突
然
卑ひ

猥わ
い
な

言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
り
、
家
に
泊
め
て

ほ
し
い
と
執
着
さ
れ
た
り
。
そ
れ
ら
が
き
っ

か
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

し
ま
う
の
は
い
つ
も
女
性
側
で
あ
る
こ
と
。

同
時
に
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
女
性
は
、
自

分
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
が
被
害
と
認
識
で

き
な
い
ほ
ど
日
常
的
に
性
被
害
を
受
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
（
注
２
）

や
生
後
０
日
児
の
死
体
遺
棄
問
題
、
被
災
地

に
支
援
物
資
と
し
て
届
け
ら
れ
た
生
理
用
品

が＂
卑
猥
な
も
の
＂と
し
て
配
布
さ
れ
な
か
っ

た
問
題
が
重
な
り
、＂
性
＂
が
抱
え
る
課
題

へ
の
問
題
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
生
理
用
品
が
＂
卑
猥
＂
と
さ
れ
配
布
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
＂
生

理
は
性
行
為
の
あ
と
に
起
き
る
現
象
＂
と
勘

違
い
し
て
い
る
男
性
が
い
た
か
ら
だ
と
知
っ

た
。「
そ
ん
な
間
違
い
が
あ
る
の
か
？
」
と

懐
疑
的
で
も
あ
っ
た
が
、
性
暴
力
も
、
恋

愛
の
仕
方
が
わ
か
ら
ず
性
的
同
意
が
で
き

人
生
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
形

式
で
成
長
過
程
を
た
ど
り

な
が
ら
考
え
る
「
ブ
レ
イ

ク
す
ご
ろ
く
」
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鶴田 七瀬さん   
一般社団法人ソウレッジ  代表理事 
1995年生まれ。静岡県出身、兵庫県在住。日本
の性教育の現状を現場視点で学ぶ目的で、NPO
法人のインターンで性教育講演などを経験。性教
育を積極的に行う国の教育・医療・福祉などの施
設を30カ所以上訪問し、帰国後に「性教育の最
初の1歩を届ける」ことを目指して一般社団法人ソ
ウレッジを設立。2022年度 Forbes 30under30

「日本発、世界を変える30歳未満の30人」受賞。

幼
少
期
か
ら
当
た
り
前
に
性
教
育

を
学
ん
で
い
た
の
だ
。

　
こ
の＂
当
た
り
前
＂の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
、
自
分
の
問
題
意
識
と
重

な
っ
た
。当
た
り
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
た
り
前
に
人
に
話
せ
る
と
い
う
こ
と
。
加

害
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
も
、
被

害
に
あ
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
友
人
の
よ
う
に
１
年

も
被
害
を
受
け
続
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。１
回
目
の
被
害
の
と
き
に
相
談
し
て
、

対
応
で
き
て
い
た
は
ず
な
の
だ
。

　
そ
こ
で
、
日
常
の
中
に
当
た
り
前
に
存
在

で
き
る
場
所
、
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
や
す

い
日
本
の
土
壌
に
合
っ
た
も
の
を
検
討
し
、

性
教
育
の
知
識
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
商
品
化
を
思
い
つ
く
。

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
通
じ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
２
０
０
万
円
を
集

め
て
製
作
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

自
身
が
性
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
重
ね
て
触
れ

て
課
題
意
識
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
、
関
心
は

あ
る
け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
人
た
ち
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
そ
の
後
、
19
年
に
法
人
化
。
性
教
育
コ

な
か
っ
た
り
、
現
実
と
は
か
け
離
れ
た
ス

マ
ー
ト
な
男
性
像
が
共
有
さ
れ
て
い
た
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
不
足
に
よ
る
側
面
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
た
。
そ

こ
で
最
初
は
正
し
い
性
教
育
の
情
報
を
伝
え

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
作
ろ
う
と
し
た

が
、
友
人
に
「＂
性
＂
の
言
葉
が
入
っ
て
い

る
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が
恥
ず

か
し
い
」
と
言
わ
れ
、「
恥
ず
か
し
さ
が
大

き
な
壁
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
人
目
に
触

れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

当
た
り
前
に
相
談
し
て

　
そ
ん
な
頃
、オ
ラ
ン
ダ
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
性
教
育
の
現
場

を
見
て
回
る
留
学
の
機
会
を
得
た
。
留
学
し

て
学
ん
だ
こ
と
は
、
性
教
育
の
開
始
年
齢
が

日
本
よ
り
も
ず
っ
と
早
い
こ
と
だ
っ
た
。
小

学
生
、　

早
け
れ
ば
幼
稚
園
か
ら
始
め
て
い

る
。
日
本
の
よ
う
に
年
に
１
度
で
は
な
く
、

ン
テ
ン
ツ
を
増
や
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
対
処
で
き
る
仕
組
み
作
り
を

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
緊
急
避
妊

薬
（
注
３
）
を
無
料
で
配
布
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
ソ
ウ
レ
ッ
ジ
は
こ
れ
ま
で
、

知
識
を
届
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
解
決
を

図
ろ
う
と
動
い
て
き
た
が
、
知
識
が
届
い
て

も
、
金
銭
的
な
面
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

　

緊
急
避
妊
薬
は
不
安
の
あ
っ
た
性
行
為

後
に
服
用
し
て
、
妊
娠
を
避
け
る
こ
と
の

で
き
る
最
後
の
手
段
で
あ
る
が
、
費
用
が

１
万
５
千
円
程
度
か
か
る
。
若
い
人
ほ
ど
望

ま
な
い
妊
娠
を
し
て
深
刻
な
悩
み
に
つ
な
が

り
や
す
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
額
な
た
め

使
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
だ
。

　
不
安
な
性
行
為
の
あ
と
、
ネ
ッ
ト
で
緊
急

避
妊
薬
の
存
在
を
知
っ
て
も
、
到
底
買
え
る

値
段
で
は
な
い
。
諦
め
て
不
安
な
時
間
を
過

ご
し
た
あ
と
妊
娠
が
判
明
し
て
も
、
中
絶
手

術
は
さ
ら
に
高
額
な
た
め
、
流
産
を
望
ん
で

信
し
ん
ぴ
ょ
う

憑
性
の
薄
い
民
間
療
法
を
試
す
。
さ
ら
に

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
中
絶
で
き
る
期
間
を

過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
産
ん
で
か
ら
殺
そ
う
と

思
い
詰
め
る
。
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
た
女
性

の
、
最
も
不
幸
な
結
末
へ
の
プ
ロ
セ
ス
だ
。

「
初
期
に
対
処
で
き
て
い
た
ら
、
最
も
不
幸

な
結
末
は
訪
れ
ま
せ
ん
」
と
鶴
田
さ
ん
は
話

す
。

　
「
私
は
、
性
教
育
も
歯
の
手
入
れ
の
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
自
分

の
歯
の
状
態
を
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
よ

う
に
、
歯
ブ
ラ
シ
が
１
本
数
百
円
で
購
入
で

き
る
よ
う
に
、
性
に
ま
つ
わ
る
こ
と
も
、
知

識
と
ア
ク
セ
ス
を
整
備
し
た
い
」

編
集
委
員　

稲
田 

千
紘

（
注
１
）「
む
ね
」「
パ
ン
ツ
で
か
く
れ
る
と
こ
ろ
」「
く
ち
」「
自
分
が
さ
わ
ら
れ
た
く
な
い
と
こ
ろ
」を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
呼
ぶ
。

（
ソ
ウ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）　
（
注
２
）性
被
害
の
体
験
を
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

を
つ
け
て
告
白
す
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
こ
と
。２
０
１
７
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・タ
イ
ム
ズ
紙
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
影
響
力
の
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
長
年
に
わ
た
る
性
暴
力
・セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
を
報
道
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。　
（
注
３
）避
妊
を
し
な
か
っ
た
ま
た
は
避
妊
が
失

敗
し
て
し
ま
っ
た
時
に
服
用
し
、排
卵
を
抑
え
る
こ
と
で
妊
娠
し
な
い
よ
う
に
す
る
薬
の
こ
と
。服
薬
す
る
の
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

効
果
が
高
く
、妊
娠
の
不
安
の
あ
る
性
行
為
か
ら
72
時
間（
３
日
）以
内
の
服
用
で
約
85
％
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。（
ソ
ウ
レ
ッ
ジ
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
説
明
文
よ
り
）

写真提供（全て）= 一般社団法人ソウレッジ
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「
南
谷
茶
房
」

個人的なことは社会的な
こと
貴戸理恵 著
青土社、2021年9月
1760円（税込）

第78回

本 書は「社会問題を自分
とは切り離して大上段

に語る」のではなく、「自分
の足元から社会問題を考え
る」をモットーに、子ども・
若者、女性といった視点で著
者が東京新聞に連載した時評
から収録したものである。ま
ずは「私」という個人をさら
しながら、そこから立ち上が
る「社会」との接点を見つめ
なおすという方法で論じられ
ている。
　ちなみにタイトルの「個人
的なことは社会的なこと」は、
1960 年代の市民権運動や
新左翼運動を背景として、性
別役割分業や性・生殖など社
会意識や慣習に根ざした不平

等を問題化した第二波フェミ
ニズムのスローガン「個人的
なことは政治的なこと」から
とられた。
　8 年あまりの連載からひと
つ紹介しよう。ジェンダー論
について著者は、5 歳の息子
を育てる母親の視点から「男
らしさ」とテレビ番組のスー
パー戦隊に関して問題提起。
数十年前の番組スタートから
時代を経て「男らしさ」の描
き方や「戦うこと」の意味が
変化してきたとし、今ならた
とえば武器ではなくペンで世
界を変えるヒーローを描くな
ど、男の子の成長過程におけ
る脱暴力化をと訴える。
　著者自身、ロスジェネ世代

のひとりで不登校の経験を持
ち、入籍しないまま夫と子育
てするなど、非正規雇用や婚
外子差別などの問題は決して
人ごとではなかったという。
著者がコーディネーターを務
める「生きづらさからの当事
者研究会」では、ひきこもり
や無業、メンタル不調といっ
た「私」の問題を抱えた当事
者が、定期的に集まって自己
を見つめ、同時に自分たちの
生きづらさに影響する「社会」
の構造について対話を重ねて
いる。そんな参加者はもちろ
ん、著者自身もまた「個人的
なことは社会的なこと」を実
践する一人なのである。

編集委員　阿部 太極

２
０
０
０
年
に
世
界
遺
産
登
録
を
受
け
た
首
里
城
跡
。
南な

ん

谷こ
く

茶
房
は
そ
の
玄
関
口
、
ゆ
い
レ
ー
ル
首
里
駅
そ
ば
に

位
置
す
る
。
茶
色
の
花
ブ
ロ
ッ
ク
（
注
１
）
で
飾
ら
れ
た
外
壁

が
印
象
的
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
階
。
店
内
中
央
、
木
製
の
オ
ー

プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
囲
ま
れ
た
広
々
と
し
た
キ
ッ
チ
ン
で
は
、

自
家
焙ば

い
煎せ

ん
の
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ
め
、
各
種
ド
リ
ン
ク
が
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
る
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
韓
国
の

作
家
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
や
ち
む
ん
（
注
２
）
が
使
わ
れ
る

こ
と
の
多
い
県
内
の
カ
フ
ェ
で
は
珍
し
い
。

　
「
コ
ロ
ナ
前
は
カ
ウ
ン
タ
ー
を
囲
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が

座
れ
た
ん
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
来
る
地
元
の
常
連
さ
ん
、
首

里
城
に
行
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
さ
ん
た
ち
…
…
。
こ
こ
に

来
た
ら
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
話
が
弾
ん
で
、
み
な
さ
ん
親
し

く
な
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
座ざ

波は

美
枝
子
さ
ん
は

話
す
。

　
オ
ー
プ
ン
は
16
年
。
当
時
の
共
同
経
営
者
と
、
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
字
を
一
つ
ず
つ
選
ん
で
店
名
に
し
た
。
通
り
沿
い
だ
が
周

囲
の
建
物
の
影
響
で
、陽
光
の
差
し
込
む
時
間
は
わ
ず
か
。「
名

前
の
通
り『
谷
』み
た
い
で
し
ょ
う
」。
詩
を
読
む
会
、コ
ン
サ
ー

ト
、
韓
国
語
教
室
、
コ
ー
ヒ
ー
講
座
な
ど
、
陽ひ

は
当
た
ら
な
い

が
、
い
つ
も
暖
か
い
照
明
に
包
ま
れ
た
店
内
で
は
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
ま
た
近
く
の
県
立
芸
術
大
学
の
学
生
に
、
絵

画
、
絵
本
な
ど
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
の
交
流
を
紡
ぎ
出
す
拠
点
に
な
っ
て
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
、
座
波
さ
ん
は
店

内
を
プ
チ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
少
人
数
で
利
用
で
き
る
半
個
室

の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
読
書
な
ど

に
活
用
で
き
る
と
、
新
し
い
お
客
も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
店

内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売

や
、
自
家
製
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
用
い
た
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
、
店
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
に
余
念
が
な
い
。

編
集
委
員　
村
岡 

正
司

南谷茶房
那覇市首里鳥堀町4-8-2　 電話 080-9852-5760
営業時間 10:00～18:00　 水曜休み

（
注
１
）コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
空
洞
を
作
っ
て
各
種
の
柄
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
、沖
縄
生
ま
れ
の
建
築
素
材
。

（
注
２
）17
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
ま
で
、沖
縄
で
生
産
さ
れ
て
い
る
焼
き
物
。

オ
ー
ナ
ー
の
座
波
美
枝
子
さ
ん

撮
影=

今
井 

友
樹



シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

ラ イ ブ ラ リ ー

27 2022.4･5　ウォロ4・5月号（No.542）

監督・撮影：國友勇吾
撮影：田崎絵美
プロデューサー：島田隆一
製作：JyaJya Films+roa film　
2021年｜日本｜ 72分｜
DCP｜ドキュメンタリー

第71回

第49回

イラスト：
杉浦 健

あなたのルーツを教えて
下さい
安田菜津紀 著
左右社、2022年2月
1980円（税込）

外国人から感染した可能
性が疑われる新型コロ

ナウイルス患者が多く発生し
ている」
　そんな風説に煽

あお

られた「日
本人」と「外国人」の理不尽
な線引き。しかし、国籍や出
自に対する差別や偏見は今に
始まったことではない。
　ここで著者は、まず自分自
身の「ルーツ」について語る。
ルーツを知るまでは、自分や
家族が「日本人」であること
を疑わず、社会的「マジョリ
ティ」として生きてきた著者。
自分の一端に〝当事者性〟が
あると知るまでは、差別やヘ
イトの問題は、皮膚の外側に
あるものとして、痛みを感じ

ることすらなかった、と。
　「あなたのルーツを教えて
下さい」――本書はこの呼び
かけに応えた 12 人のインタ
ビューを中心に構成されてい
る。
　「本場の味を伝えるレスト
ランを開きたい」という思い
を実現するまでに翻

ほん

弄
ろう

され続
けてきた元難民の過酷な歩
み。
　母国で民主化運動に参加し
てきた家族を持ち、「学校の
授業の中で、〝自分の国につ
いて紹介しましょう〟と言わ
れても、何について紹介すれ
ばいいのか、子どもたちは戸
惑ってしまうんです」と悩む
母親の思い。

　どれもが、「日本人」から
は想像のできない、しかし私
たちが決して目をそらしては
いけない問題を内包してい
る。「社会的マイノリティに
対し、『認める』『配慮する』
などの言葉を用いられること
がありますが、そんな上から
目線の言葉以前に、この社会
は多様です」
　本書が上

じょうし

梓された直後に激
化したロシアのウクライナに
対する軍事侵攻に鑑み、私た
ちはあらためて「共に生きる
人たち」のルーツに思いをは
せるべきだと思う。

編集委員　杉浦 健

人
の
目
が
見
て
い
な
く
て
も　
風

景
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

　
私
の
好
き
な
、
池
澤
夏
樹
の
『
ロ
ー

ラ
・
ビ
ー
チ
』
と
い
う
詩
の
一
節
で
あ

る
。

　
二
十
歳
の
こ
ろ
の
私
は
、
自
分
の
存

在
に
寄
る
べ
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。＂
何

者
で
も
な
い
自
分
＂
で
あ
る
こ
と
が

怖
か
っ
た
。＂
死
＂
も
ま
た
恐
怖
だ
っ

た
。
自
分
が
死
ん
だ
後
に
も
世
界
が
続

く
と
い
う
現
実
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
も

い
た
。
忘
れ
ら
れ
て
自
分
の
存
在
が
無

か
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
怯お
び
え
て

い
た
の
だ
。

　
『
帆ほ
の
か花
』
は
、
生
後
す
ぐ
に
「
脳
死

に
近
い
状
態
」
と
宣
告
さ
れ
た
帆
花

ち
ゃ
ん
と
、
そ
の
家
族
の
日
常
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

私
が
こ
の
作
品
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
参
加
し
た
の
は
、
撮
影
が
１
年
ほ

は
難
航
し
た
。
そ
う
し
て
違
和
感
の
正

体
が
朧お
ぼ
ろげ

な
が
ら
見
え
て
き
た
。結
局
、

ご
両
親
の
想
い
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て

立
ち
上
が
る
帆
花
ち
ゃ
ん
と
い
う
存
在

は
、私
が
若
か
り
し
頃
に
恐
れ
て
い
た
、

私
が
死
ん
だ
あ
と
に
も
世
界
は
続
き
、

い
つ
の
日
に
か
自
分
が
忘
れ
ら
れ
て
無

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
怖
と
つ
な

が
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
現
実
の

帆
花
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
見
な
く
と
も
、

聞
か
な
く
と
も
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い

る
。
大
げ
さ
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
ご

両
親
が
居
な
く
と
も
、
帆
花
ち
ゃ
ん
は

そ
こ
に
居
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ

と
に
よ
う
や
く
気
付
い
た
時
、
映
画
は

完
成
し
て
い
た
。

　
い
つ
の
日
か
私
も
帆
花
ち
ゃ
ん
も
い

な
く
な
り
、
作
品
だ
け
が
残
さ
れ
る
。

い
や
、
作
品
さ
え
も
消
え
て
無
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
忘
却
に
あ
ら
が
う
装

置
と
し
て
の
映
画
で
は
な
く
、
た
だ
在

る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
、
そ
ん

な
懐
の
深
い
映
画
に
な
っ
て
い
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

今
月
の
作
品

「
帆ほ
の
か花

」

2012年、監督作『ドコニモイケナイ』
で日本映画監督協会新人賞受賞。
監督最新作は『春を告げる町』（20
年公開）。プロデュース作品『帆花』
が全国順次公開中。現在、日本映
画大学専任講師。「ドキュメンタリー
映画って、 観るよりも作る方が数十
倍面白いよ！」といつも思います。

●今月の館主

島
しま

田
だ

 隆
りゅういち

一

帆
花
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

「

ど
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
。
私
は
帆
花
ち
ゃ

ん
が
何
を
考
え
、
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
相
手
を
知

ろ
う
と
す
る
行
為
の
み
が
、
私
に
と
っ

て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
作
ろ
う

と
す
る
動
機
付
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、

「
は
い
」
と
も
「
い
い
え
」
と
も
言
え

ぬ
帆
花
ち
ゃ
ん
を
前
に
し
て
、
ど
う
し

た
も
の
か
と
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。
帆

花
ち
ゃ
ん
を
主
人
公
と
し
て
映
画
を
作

る
資
格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
自
問
し

た
。

　
映
画
を
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
で
、

い
や
応
な
く
突
き
付
け
ら
れ
た
＂
存
在

と
は
？
＂
と
い
う
問
い
。
当
初
國
友
勇

吾
監
督
と
は
、
ご
両
親
の
想お
も
い
を
描
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
帆
花
ち
ゃ
ん
が
描
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
し

か
し
、
ど
う
も
腑ふ

に
落
ち
な
い
。
幾
度

と
な
く
改
変
を
繰
り
返
し
、
編
集
作
業
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